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世帯数　57,833世'd? (前月比11世帯減）

人　口　176,888人（前月比51人増）

　　男　87,534人

　　女　89,354人
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ふるさと創生

アイデア募集

最優
秀作
「
紫
式
部
文
学
賞
」
の
創
設
に

　
　
吉
澤
義
則
さ
ん
の
ア
イ
デ
ア

　
市
で
は
、
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
の
ア
イ
デ
ア
募
集
を
四
月
二
十
日
か
ら
五
月
十
九
日
ま
で

実
施
。
幅
広
い
世
代
層
か
ら
、
延
べ
二
百
七
十
九
件
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
、
「
宇
治
市
ふ
る

さ
と
創
生
」
ア
イ
デ
ア
審
査
委
員
会
で
厳
正
に
審
査
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
優
秀
作

に
吉
澪
義
則
さ
ん
の
「
紫
式
部
文
学
賞
」
の
創
設
が
、
ほ
か
優
秀
作
六
点
、
佳
作
八
点
が
決

定
。
今
後
は
、
最
優
秀
作
の
早
期
具
体
化
に
向
け
て
、
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に

な
り
ま
す
。
（
二
・
三
面
に
関
連
記
事
、
入
賞
作
品
の
要
旨
）

　
　
「
宇
治
市
ふ
る
さ
と
創
生
」
事

業
は
、
自
治
省
が
支
援
す
る
「
自

ら
考
え
自
ら
行
う
地
域
づ
く
り
事

業
」
の
一
環
と
し
て
実
施
す
る
も

の
で
す
。
そ
の
目
的
は
、
本
市
の

歴
史
・
文
化
・
産
業
な
ど
を
生
か

し
、
独
創
的
で
個
性
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
行
お
う
と
い
ラ
も
の
で
す
。

　
そ
の
た
め
、
平
成
元
年
度
に
一

億
円
の
「
宇
治
市
ふ
る
さ
と
創
生

基
金
」
を
創
設
。
今
年
四
月
二
十

日
か
ら
五
月
十
九
日
ま
で
の
一
力

月
間
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

人
を
対
象
に
「
ふ
る
さ
と
創
生
」
の

ア
イ
デ
ア
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
延
べ
二
百
七
十
九

件
の
ア
イ
デ
ア
が
寄
業
貨
笛
し

た
。
内
訳
は
、
個
人
が
二
百
四
十

▲上田審査委員長(左)から、選考結果の答申書を受け取る池本市長(右)

二
件
、
団
体
・
ク
ル
ー
プ
が
十
七

件
。
男
女
別
で
は
、
男
性
が
百
七

十
四
件
、
女
性
は
六
十
八
件
で
し

た
。
ま
た
、
応
募
者
の
う
ち
最
年

長
は
木
幡
中
村
の
八
十
歳
の
人
、

最
年
少
は
宇
治
妙
楽
の
十
四
歳
の

中
学
生
で
し
た
。

　
応
募
い
た
だ
い
た
す
べ
て
の
ア

イ
デ
ア
は
、
市
民
・
市
議
会
代
表
・

学
識
経
験
者
十
二
人
で
構
成
さ
れ

る
「
宇
治
市
ふ
る
さ
と
創
生
」
ア
イ

デ
ア
審
査
委
員
会
（
委
員
長
、
京
都

精
華
大
学
教
授
・
上
田
篤
さ
ん
）
で

厳
正
な
審
査
を
受
け
ま
し
た
。
審

査
委
員
会
は
、
七
月
七
日
か
ら
九

月
十
八
日
ま
で
に
及
び
、
五
回
に

わ
た
っ
て
各
委
員
の
皆
さ
ん
の
熱

心
な
論
議
の
末
、
十
五
作
品
の
入

賞
を
決
定
。
翌
十
九
日
、
池
本
市

長
に
選
考
結
果
の
答
申
が
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
優
秀
作
品
に
は
、
吉
潭
義
則

さ
ん
（
広
野
町
東
裏
）
の
「
紫
式
部

文
学
賞
」
の
創
設
が
選
ば
れ
、
報
奨

金
五
十
万
円
が
授
与
。
ま
た
、
優

秀
伍
ハ
点
、
佳
作
八
点
の
作
品
も
、

優
秀
な
ア
イ
デ
ア
と
し
て
選
考
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
報
奨
金
が
贈
ら
れ

ま
し
た
。

　
市
で
は
今
後
、
最
優
秀
作
品
の

早
期
具
体
化
と
実
現
化
を
図
り
、

そ
の
ほ
か
の
入
選
作
品
に
つ
い
て

も
、
可
能
な
限
り
実
現
を
検
討
し

て
い
鳶
蚤
す
。
ま
た
、
選
外
に
な

っ
た
作
品
に
つ
い
て
も
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
貴
重
な
提
案
で
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
こ
れ
か
ら
の
施
策

の
中
で
そ
の
趣
旨
を
生
か
す
ぷ
つ

努
力
し
て
い
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
企
画
課
）

素
晴
ら
し
い
提
案
に
感
謝

　
　
　
　
宇
治
市
長
池
　
本
　
正
　
央

　
ふ
る
さ
と
創
生
契
老
二
十

一
世
紀
の
宇
治
市
の
創
造
に
向

け
て
価
値
あ
る
も
の
に
す
る
た

め
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
か

ら
ア
イ
デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
ア

イ
デ
ア
は
、
非
常
に
質
が
高
く

件
数
も
多
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

審
査
委
員
会
で
は
選
考
に
ご
苦

労
さ
れ
た
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
最
優
秀
賞
に
決
定
の

「
紫
式
部
文
学
戸
の
創
設
は
、

歴
史
と
文
化
の
香
る
都
市
で
あ

る
本
市
に
ふ
さ
わ
し
い
ア
イ
デ

ア
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
今
後
は
、
そ
の
実
現
に
向
け

て
具
体
的
な
検
討
を
行
っ
て
い

き
、
女
流
文
学
者
の
登
竜
門
と

な
る
よ
う
な
文
学
賞
で
あ
る
と

同
時
に
、
本
市
の
文
化
の
向
上

に
役
立
つ
ぶ
フ
な
も
の
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

･11月３日（祝）
午前10時～午後３時

･太陽が丘

ふれあいまつり
Ｕートピア‘89

　
十
一
月
三
日
匈
、
太
陽
が
丘
で
、
「
世
代
を
超
え
た
ふ
れ
あ
い

の
な
か
で
、
宇
治
の
歴
史
と
文
化
を
学
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
ユ

ー
ト
ピ
ア
棚
〈
市
民
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
〉
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ス
ポ

ー
ツ
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
内
容
も
盛
り
だ
ぐ
さ
ん
。
さ
わ

や
か
な
秋
空
の
下
、
軽
装
・
運
動
靴
で
お
越
し
ぐ
だ
さ
い
。

　
な
お
、
開
場
は
午
前
九
時
半
。
雨
模
様
の
時
は
、
テ
レ
ホ
ン
サ

ー
ビ
ス
（
ａ
⑩
3
7
8
9
）
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

プ
ロ
グ
ラ
ム

▽
第
１
会
場
（
陸
上
競
技
場
）
～
催
し
物
の
広
場
～

　
　
Ｏ
総
合
開
幕
式
（
午
前
1
0
時
士
Ｏ
ジ
″
ン
ボ
抽
選
会
（
先
首

　
３
千
人
）
○
集
団
演
技
（
小
学
生
鼓
隊
・
金
管
バ
ン
ド
、
木
幡
リ

　
ト
ミ
″
ク
）
Ｏ
集
団
演
武
（
空
壬
心
、
太
極
拳
、
剣
道
）
Ｏ
各

　
種
競
技
（
宇
治
川
先
陣
争
い
、
車
い
ず
競
走
、
老
幼
ざ
る
引
き

　
競
走
な
ど
）
Ｏ
中
学
生
対
抗
リ
レ
ー
○
校
区
対
抗
3
0
0
歳
リ
レ
ー

　
Ｏ
イ
エ
ス
？
ノ
ー
？
ク
イ
ズ
○
閉
幕
式
（
午
後
３
時
１
）
。

マ
第
２
会
場
（
第
２
競
技
場
）
～
文
化
と
創
作
と
遊
び
の
広
場
～

　
　
Ｏ
手
作
り
ク
ラ
フ
ト
（
銅
版
・
木
工
・
竹
・
紙
細
工
）
Ｏ
陶
芸

　
教
室
Ｏ
ジ
ャ
ン
ボ
茶
香
服
○
体
験
″
‥
起
震
車
○
フ
ア
フ
ア
象
○

　
自
由
な
遊
び
の
ス
ペ
ー
ス
（
竹
馬
、
輪
投
げ
ほ
か
）
○
落
書
き

　
コ
ー
ナ
ー
○
ビ
デ
オ
コ
ー
ナ
ー
’
○
楽
し
い
交
通
教
室
Ｏ
バ
″
チ

　
マ
シ
ー
ン
（
要
顔
写
真
）
Ｏ
郵
便
局
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
・
Ｊ
Ｒ
西
日
本
各

　
コ
ー
ナ
ー
Ｏ
宇
治
の
観
光
コ
ー
ナ
ー
Ｏ
健
康
相
談
コ
ー
ナ
ー
。

▽
第
３
会
場
（
球
技
場
Ａ
・
Ｂ
）
～
ス
ポ
ー
ツ
と
レ
ク
リ
エ
ー
ジ

　
ョ
ン
の
広
場
～

　
　
○
校
区
対
抗
綱
引
き
○
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
か
藁
に
も
う
Ｏ
ニ
ュ

　
ー
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
も
う
○
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
（
自
転

　
車
遅
乗
り
競
走
、
バ
ン
ブ
ー
ダ
ン
ス
、
大
縄
跳
び
ほ
か
）
Ｏ
バ

　
レ
ー
ボ
ー
ル
パ
ス
合
戦
Ｏ
サ
ッ
カ
ー
Ｐ
Ｋ
合
戦
。

マ
第
４
会
場
（
野
外
ス
テ
ー
ジ
）
～
音
楽
の
広
場
～

　
　
○
口
″
ク
バ
ン
ド
競
演
。

マ
第
５
会
場
（
園
路
と
園
内
各
所
）
～
く
つ
ろ
ぎ
の
広
場
～

　
　
○
子
供
お
茶
席
○
無
料
休
憩
所
（
宇
治
茶
サ
ー
ビ
ス
）
Ｏ
ガ
レ

　
ー
ジ
セ
ー
ル
（
農
産
品
ほ
か
）
○
模
擬
店
（
す
し
、
う
ど
ん
、
お

　
に
ぎ
り
、
お
で
ん
、
ぜ
ん
ざ
い
な
ど
）
○
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
。

一
主
催
・
・
・
ユ
ー
ト
ピ
ア
唱
実
行
委
員
会

－

－

－

１

－

１

１

－

―

－

1

1

1

1

1

1

1

マ
ス
コ
ッ
ト
の
愛
称
を
募
集

　
「
新
し
い
ま
つ
り
」
の
マ
ス
コ
″
ト
で
す
。
生
ま

れ
た
ば
か
り
で
、
ま
だ
名
前
が
あ
り
ま
せ
ん
。
素

晴
ら
し
い
愛
称
を
つ
け
て
ぐ
だ
さ
い
。

　
▼
応
募
方
法
・
：
官
製
は
が
き
１
枚
に
Ｌ
点
と
し
、

簡
単
な
理
由
説
明
と
住
所
・
氏
名
・
年
齢
を
記
入

し
、
ユ
’
‐
‐
ト
ピ
ア
翻
実
行
委
員
会
（
干
6
1
1
宇
治
琵

琶
4
5
・
宇
治
市
教
育
委
員
会
内
）
へ
、
1
0
月
2
5
日

困
（
当
日
消
印
有
効
）
ま
で
に
。
応
募
点
数
は
制

限
し
ま
せ
ん
ｙ
発
亨
・
Ｈ
月
３
日
脚
の
磐
－
開
幕

式
で
。
入
選
作
に
は
、
記
念
品
を
贈
呈
。

1037

入賞作品が決まる
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「
紫
式
部
文
学
賞
」
の
創
設

吉
澤
義
則

さ
ん
（
6
2
）
　
広
野
町
東
裏
　
無
職

　
源
氏
物
語
は
、
物
語
を
文
学
と
し
て

認
め
さ
せ
た
我
が
国
最
初
の
作
品
で
あ

り
、
日
本
最
古
の
文
学
作
品
で
あ
る
。

源
氏
物
語
の
後
世
へ
の
影
響
は
極
め
て

大
き
く
、
か
つ
多
様
で
あ
る
。
全
五
十

四
巻
の
う
ち
「
橋
姫
」
以
下
最
後
の
十

巻
は
、
宇
治
を
背
景
と
し
て
描
か
れ
て

お
り
、
世
に
「
宇
治
十
帖
」
と
よ
ば
れ

て
い
る
こ
と
は
有
名
で
あ
る
。

　
こ
の
源
氏
物
語
宇
治
十
帖
の
舞
台
と

な
っ
た
当
地
に
お
い
て
、
平
成
の
時
代

に
お
け
る
「
紫
式
部
」
の
出
現
を
願
い
、

す
ぐ
れ
た
女
流
作
家
に
贈
る
「
紫
式
部

文
学
賞
」
を
創
設
し
、
副
賞
と
し
て
賞

金
を
贈
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
若
い

女
流
作
家
の
育
成
に
努
め
る
こ
と
に
も

つ
な
が
り
、
宇
治
市
の
文
化
水
準
の
高

揚
に
も
結
び
つ
く
。
（
全
文
）

i記｣．｢万葉集｣にも登場する宇治は、日本文学のふるさとO

無
職

受
賞
の
こ
と
ば

　
こ
の
た
び
、
市
の
「
ふ
る
さ

と
創
生
」
ア
イ
デ
ア
の
最
優
秀

作
と
し
て
、
私
提
案
の
「
紫
式

部
文
学
賞
の
創
設
」
が
選
ば
れ

ま
し
た
こ
と
を
、
驚
き
と
と
も

に
、
た
い
へ
ん
フ
れ
し
ぐ
、
か

つ
光
栄
に
存
じ
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
提
案
は
、
今
回
の
ア
イ

デ
ア
募
集
の
趣
旨
が
、
市
総
合

計
画
の
基
本
理
念
と
、
「
ふ
る

さ
と
創
生
」
の
真
の
目
的
で
あ

る
と
考
え
る
「
心
の
豊
か
さ
」

へ
の
重
視
に
よ
り
、
ま
さ
に
人

間
性
豊
か
な
住
み
よ
い
地
域
社

会
づ
く
り
に
あ
る
と
い
ラ
理
解

に
稀
つ
い
て
い
ま
す
。

　
私
は
、
そ
の
支
柱
と
な
る
本

市
の
文
化
性
の
原
点
を
「
源
氏

物
語
（
宇
治
十
帖
）
」
に
求
め
、

そ
の
作
者
で
あ
る
「
紫
式
部
」

を
平
成
の
今
日
に
お
い
て
さ
ら

に
顕
彰
し
、
大
い
な
る
光
を
あ

て
る
た
め
、
「
紫
式
部
文
学
戸

の
創
設
奮
委
Ｉ
蚤
し
た
。
そ

し
て
、
こ
れ
に
よ
り
本
市
の
め

摩
圭
ち
づ
く
り
の
実
現
と
誇

り
高
い
文
化
の
集
積
を
あ
ま
す

こ
と
な
く
、
市
民
は
も
と
よ
り

国
内
外
に
広
く
、
強
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
た
だ
こ
う
と
し
た
も

の
で
す
。

　
ど
ラ
か
、
本
文
学
賞
が
平
成

の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
女
流
作

家
の
登
竜
門
と
し
て
定
着
し
、

確
立
さ
れ
、
さ
ら
な
る
発
展
を

と
げ
る
こ
と
を
心
か
ら
願
ラ
も

の
で
す
。

　
み
な
さ
ま
、
あ
口
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

お
茶
の
歴
史
資
料
館

三
木
洋
介
さ
ん
賎

　
　
菟
道
藪
里
　
会
社
役
員

　
　
「
お
茶
の
歴
史
資
料
館
」
と

は
、
宇
治
茶
、
日
本
茶
の
み
な

ら
ず
、
人
類
と
お
茶
－
世
界
の

お
茶
の
歴
史
や
牛
罵
一
、
儀
式
の

中
の
お
茶
、
そ
し
て
お
茶
の
エ

ピ
ソ
ー
ド
を
紹
介
す
る
も
の
で

あ
る
。
同
時
に
、
世
界
の
お
茶

を
味
わ
っ
こ
と
が
で
き
る
よ
つ

に
す
る
。

い
か
。
そ
う
い
っ
た
観
点
か
ら
、

世
界
の
お
茶
を
紹
介
し
、
実
際

に
味
わ
っ
て
む
ら
っ
こ
と
が
意

味
を
持
つ
の
で
あ
る
。

てー

ん(31)

調理師

｢宇治市ふるさと創生｣アイデア審査委員会委員名簿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　(敬称略

｢宇治市ふるさと創生｣アイデア審査委員会委員長上田　篤さん

　
〈
講
　
評
▽

　
今
回
の
ア
イ
デ
ア
募
集
に
は

多
く
の
作
品
が
集
ま
っ
た
が
、

そ
れ
ら
の
審
査
は
大
変
な
作
業

で
あ
っ
た
。
中
で
も
最
も
頭
を

悩
ま
せ
た
の
は
、
ど
つ
い
ラ
基

準
で
入
選
作
忿
選
ぶ
か
と
い
う

点
で
あ
り
、
最
後
ま
で
問
題
と

な
っ
た
。
し
か
し
、
結
局
は
審

査
に
あ
た
っ
た
十
二
人
の
市
民

の
良
識
と
責
任
に
よ
る
Ｌ
か
な

か
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
私

た
ち
の
判
断
が
、
宇
治
市
の
輝

か
し
い
禾
来
の
一
助
に
な
る
こ

と
を
願
う
ば
か
り
で
あ
る
。

　
さ
て
、
審
査
の
結
果
、
大
変

ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
ば
か
り
が
選

ば
れ
た
。
ま
ず
佳
作
に
は
、
‐
ア

イ
デ
ア
の
ユ
ニ
ー
ク
さ
、
意
識

の
高
さ
な
ど
が
評
価
さ
れ
た
も

の
が
入
選
し
た
。

　
次
に
、
優
秀
作
二
編
の
う
ち
、

「
お
茶
の
歴
史
・
博
物
館
」
は
、

茶
を
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や

文
化
と
し
て
扱
う
手
法
の
高
さ

が
評
価
さ
れ
た
。
ま
た
、
「
笠

取
地
域
」
の
一
連
の
作
品
は
、

当
初
か
ら
高
い
評
価
を
う
け
、

最
優
秀
作
と
な
っ
て
も
お
か
し

く
は
な
い
雰
囲
気
で
あ
っ
た
。

　
し
か
し
、
宇
治
市
の
将
来
の

発
展
を
考
え
、
か
つ
、
宇
治
市

が
日
本
文
化
の
発
達
に
貢
献
す

る
と
い
う
高
い
次
元
か
ら
、
「
紫

式
部
文
学
賞
の
創
設
」
を
最
優

秀
作
と
す
る
こ
と
に
委
員
全
員

の
意
見
が
一
致
し
た
。

　
古
典
文
学
に
占
め
る

　
　
　
　
　
宇
治
の
位
置

　
確
か
に
こ
れ
は
「
宇
治
市
が

や
る
べ
き
こ
と
だ
ろ
フ
か
」
と

院
以
外
に
は
京
都
近
郊
の
一
住

宅
都
市
と
い
う
平
凡
な
イ
メ
ー

ジ
が
定
着
し
つ
つ
あ
る
一
方
、

(破称略)
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こ
の
施
設
の
設
置
の
効
果
は

も
ち
ふ
ん
地
場
産
業
の
振
興
も

あ
る
が
、
市
民
の
だ
れ
も
が
お

茶
を
理
解
で
き
、
観
光
面
に
も

寄
与
す
る
点
で
あ
る
。
こ
の
施

設
は
、
く
昨
か
凡
し
利
用
し
て

も
ら
う
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、

宇
治
市
を
理
解
し
て
ち
ら
つ
パ

イ
ロ
ッ
ト
に
も
な
り
得
る
も
の

で
あ
る
。

　
私
た
ち
の
宇
治
は
、
茶
と
い

う
世
界
中
の
人
々
が
共
有
す
る

食
物
か
犀
産
す
る
地
と
し
て
有

名
で
あ
る
。
し
か
し
、
生
産
地

（
○
は
む
‥
貝
艮
、

○
は
剛
委
貝
長
）

東
京
の
文
化
人
の
間
に
は
、
な

お
鎌
倉
よ
り
も
高
い
評
価
が
あ

る
。

　
考
え
て
み
る
と
、
日
本
の
三

大
古
典
と
も
い
う
べ
き
「
古
事

記
」
、
「
万
葉
集
」
、
「
源
氏
物
語
」

の
す
べ
て
に
登
場
す
る
都
市
は
、

日
本
中
を
探
し
て
も
宇
治
し
か

な
い
の
だ
。
古
事
記
や
万
葉
集

に
宇
治
が
登
場
し
た
と
き
、
京

都
は
ま
だ
湖
底
に
沈
ん
で
い
た

し
、
源
氏
物
語
の
時
代
に
は
、

飛
鳥
や
奈
良
の
都
は
、
も
う
滅

ん
で
い
た
。
だ
か
ら
こ
竃
平

安
王
朝
の
貴
族
た
ち
は
、
宇
治

に
裂
蓋
い
ｔ
ヽ
古
変
心

ひ
っ
つ
詩
歌
管
一
孤
薬
し
ん
だ

の
で
あ
る
。
ま
た
、
紫
式
部
が

大
切
な
物
語
の
最
後
を
宇
治
に

　
そ
う
に
手
治
の
も
つ
日
本

文
化
の
恨
元
に
も
か
か
わ
る
よ

う
な
豊
穣
な
イ
メ
ー
ジ
を
、
ま

ず
市
民
が
自
覚
し
、
つ
い
で
全

日
本
の
、
や
が
て
は
全
世
界
の

も
の
に
し
て
い
く
と
い
う
責
任

と
誇
り
か
全
市
民
が
共
有
し
た

い
、
と
い
う
願
い
を
こ
め
て
、
こ

れ
を
最
優
秀
作
に
選
ん
だ
の
で

あ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
こ
れ
が
実
現
に
移

さ
れ
、
平
成
の
紫
式
部
が
全
国

か
ら
次
々
と
生
み
出
さ
れ
て
い

く
な
ら
ば
、
宇
治
は
現
代
女
流

文
学
の
揺
藍
の
地
と
し
て
の
栄

誉
か
采
長
く
担
う
こ
と
に
な
る

だ
う
コ
。

1038

佳作

佳作八作品の提案要

旨を紹介します。

順不動。

最優秀作

宇治が持つ文化的イメージヘの
　　　　　　市民の自覚と誇りを

模
様
は
毎
年
市
民
か
ら
公
募
す
る
。
水
田
の
四

周
の
水
路
堤
に
桜
を
碩
樹
し
、
桜
並
木
と
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
道
路
を
整
備
し
て
、
市
民
の
や
す

ら
ぎ
の
場
づ
く
り
を
行
う
。

「
国
際
パ
ッ
ケ
ー
ジ
・

　
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
」
の
開
催

　
　
　
　
塚
本
　
樹
さ
ん
（
5
4
）

　
　
　
　
　
神
明
石
塚
　
会
社
員

　
二
年
に
一
度
、
全
世
界
の
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
呼

び
掛
け
て
パ
″
ゲ
ー
ジ
の
デ
ザ
イ
ン
か
募
集
し
、

ふるさと創生アイデア募集　入賞

作品
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連
帯
感
や
達
成
感
を
は
ぐ
ぐ
み
、

郷
土
愛
を
Ｓ
じ
る
こ
と
の
で
き

る
世
界
と
し
で
提
案
ず
る
も
の

で
あ
る
。

　
施
設
は
、
集
団
活
動
エ
リ
ア

と
冒
険
エ
リ
ア
か
ら
構
成
さ
れ

る
。
ま
ず
、
集
団
エ
リ
ア
は
、

三
小
学
校
の
一
学
年
（
四
百
人

程
度
）
が
合
同
で
寝
食
夕
共
に

し
、
活
動
で
き
る
エ
リ
ア
で
あ

る
。
そ
の
中
に
は
、
プ
ラ
ネ
タ

リ
ウ
ム
、
先
端
技
術
科
学
館
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
を

配
置
す
る
。

　
ま
た
、
冒
険
エ
リ
ア
は
、
市

街
地
で
は
体
験
ｐ
ｔ
m
い
泥
池

で
の
ド
ロ
ン
コ
遊
び
、
木
や
ロ

ー
プ
を
便
っ
た
ア
ス
レ
チ
″
ク
、

弓
槍
で
遊
ぷ
原
始
的
射
的
場
、

バ
イ
シ
ク
ル
モ
ト
ク
ロ
ス
な
ど

で
構
成
さ
れ
る
。

　
優
秀
作
（
二
編
）
六
作
品

の
提
案
の
あ
ら
ま
し
を
紹

介
し
ま
す
。
順
不
同
。

　
笠
取
の
陶
芸
や
地
元
の
子
ど

も
だ
ち
と
の
交
流
を
図
る
の
も

よ
い
。
私
は
、
今
の
市
街
地
の
子

▲源氏物儒絵巻『東屋』－｢源氏物語｣はもとより｢古1

ど
も
た
ち
夕
み
て
、
こ
ん
な
施

設
舎
冥
ど
も
緑
豊
か
な
笠
取

に
実
現
し
て
＆
-
Ｓ
＼
た
い
と
思
う
。

笠
取
地
区
を
僻
地
と
定
義
づ
け
す
る
こ
と
な

く
、
宇
治
市
の
ふ
る
さ
と
創
生
村
と
し
て
、

自
然
の
ま
ま
質
的
な
活
性
化
対
策
を
進
め
る

　
　
　
　
本
間
彰
雄
さ
ん
剛

　
　
　
　
　
　
　
五
ケ
庄
平
野
　
無
職

　
開
発
が
進
む
に
つ
れ
、
緑
は

な
く
な
り
、
地
道
は
舗
装
さ
れ
、

自
然
環
境
が
著
１
　
ｙ
会
壊
さ
れ

つ
つ
あ
る
。
次
代
を
學
温
と

も
た
ち
の
成
長
を
考
え
る
と
、

自
然
を
失
っ
て
い
く
こ
と
は
重

要
な
問
題
で
あ
る
と
と
ら
え
て

い
る
。
竿
戸
石
た
ち
の
た
め
に
、

▲京滋バイパス・笠取インターチェンジの完成で

　笠取o.今後大きく変わる可能性を秘めています

笠
取
地
区
を
数
少
な
い
自
然
の

ま
ま
の
村
と
し
で
通
用
し
て
い

　
我
が
国
に
お
茶
が
伝
え
ら
れ

た
と
き
、
そ
れ
は
「
薬
」
の
役
割

を
果
た
し
て
い
た
。
し
か
し
、

文
化
と
し
て
根
づ
い
た
お
茶
は
、

人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
の
手
段
、
す
な
わ
ち
媒
体

と
し
て
広
ま
っ
て
い
っ
た
点
を

見
逃
し
て
は
な
ら
な
い
。
こ
れ

か
ら
の
宇
治
萱
雲
疋
る
と
き
、

そ
の
点
に
焦
点
濫
ぞ
、
お
茶

の
持
つ
ソ
フ
ト
面
の
特
質
を
理

解
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

｢お茶の博物館｣

　－お茶の情報発信地とし

　　外田多賀志さ

　　　　　広野町大開

Ｓ
Ｅ
茶
は
「
文
化
」
と
し
て
も
長
い
歴
史
と
伝
統
を

　
持
っ
て
い
ま
す
（
市
営
茶
室
「
対
鳳
庵
」
で
）

り
、
そ
こ
か
ら
透
び
や
学
習
を

つ
く
咎
す
ぶ
７
な
教
育
学

る
。
そ
の
た
め
に
は
、
小
学
校

の
活
用
や
周
囲
夕
損
な
わ
な
い

よ
う
、
間
伐
材
か
使
っ
た
家
屋

な
戸
が
あ
れ
ば
よ
い
。
私
の
願

う
質
的
な
活
性
化
と
は
、
新
し

い
種
々
の
施
設
夕
造
り
、
人
を

集
め
る
手
段
と
し
’
に
笠
取
地
区

　
都
会
活
に
慣
れ
き
っ
て
い
　
を
開
発
す
る
の
で
は
な
ぐ
、
あ

る
親
や
子
ｙ
も
が
一
定
期
間
滞
　
く
奥
差
取
地
区
の
方
々
と
の

在
し
、
運
動
や
自
然
観
察
な
ど
　
ふ
れ
あ
い
を
大
切
に
し
、
そ
し

を
、
環
境
を
生
か
し
た
状
態
で
　
。
て
、
笠
取
の
自
然
襄
お
る
こ

行
う
。
自
然
を
目
ら
の
頭
で
知
　
と
が
必
須
と
な
る
。

「
ふ
れ
あ
い
自
然
の
家
」
の

　
　
　
　
建
設
に
つ
い
て

　
　
　
竹
村
　
昇
さ
ん
剛

　
　
　
　
　
伏
見
区
向
島
　
市
職
員

　
宇
治
市
で
は
、
今
ま
で
文
化
、

体
育
施
設
の
整
備
が
着
々
と
進

ん
で
き
た
。
そ
こ
で
、
｛
汲
取

り
組
ん
で
や
り
い
た
い
も
の
と

し
て
、
「
ふ
れ
あ
い
自
然
の
ぎ

の
蔀
護
を
提
案
し
た
い
。

　
こ
れ
は
、
児
童
、
青
少
年
か

ら
老
人
ま
で
鷺
対
象
と
し
た
幅

広
い
学
習
活
動
の
推
進
と
、
笠

取
地
域
の
特
色
Ｍ
Ｈ
か
し
た
発

展
奎
凶
る
こ
と
登
ら
的
と
し
た

施
設
で
あ
る
。
そ
の
概
要
は
、

①
児
童
、
牛
徒
の
林
間
学
習
の

家
②
野
鳥
観
察
や
昆
虫
採
集

が
で
き
る
森
林
の
整
備
③
ミ

ニ
天
文
台
印
山
間
地
に
定
着

し
て
い
る
陶
芸
や
染
色
な
ど
の

学
習
が
で
き
る
施
設
な
ぺ
こ

れ
ら
奮
鏝
恥
に
備
え
る
も
の

と
し
て
の
i
m
は
果
た
す
も
の

の
、
文
化
と
し
て
の
役
割
は
ど

う
で
φ
父
系
。
味
か
求
め
て

も
限
界
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
私

た
ち
の
宇
治
奪
入
化
的
位
置
に

ま
で
高
め
１
　
経
衆
含
め
て
。

　
「
お
茶
の
博
物
館
」
を
建
設
し

て
は
μ
に
ｙ
７
だ
う
７
か
。

　
生
産
工
程
や
効
能
か
渦
じ
た

パ
ネ
ル
展
示
と
販
売
と
い
う
あ

り
が
ち
な
も
の
は
や
め
、
徹
底

的
に
現
代
的
手
法
で
や
る
べ
き

で
あ
る
。
販
売
は
、
世
界
中
の

茶
夕
集
め
て
行
っ
て
は
ど
７
だ

ろ
う
。
お
茶
は
チ
ャ
イ
、
テ
、

テ
ィ
ー
と
呼
び
名
は
変
幻
っ
て

も
、
芦
瓦
な
国
で
も
存
在
す
る

食
後
や
休
息
時
の
貴
重
な
触
媒

で
あ
る
。
そ
の
茶
の
文
化
、
知

識
奮
舌
こ
そ
一
堂
に
早
治
に

集
め
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
ま

た
、
喫
茶
室
を
紅
茶
館
や
日
本

茶
館
な
ど
テ
ー
マ
別
に
併
設
す

る
。
つ
ま
り
は
、
お
茶
と
い
う

一
つ
の
し
っ
か
り
し
た
テ
ー
マ

を
持
っ
た
施
設
。
テ
ー
マ
ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
建
設
で
あ
る
。

で
あ
る
。
運
営
は
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
Ｚ
誤
写
甲
心
と
し
、
ま
た
、

施
設
管
理
は
地
域
に
委
嘱
す
る

な
ど
を
検
討
す
る
。
「
ふ
れ
あ

い
自
然
の
寥
は
、
「
ふ
る
さ
と

宇
治
」
の
自
然
あ
ふ
れ
る
拠
点

と
な
る
も
の
と
確
信
す
る
。

「
ふ
る
さ
と
村
」

　
建
設
計
画
に
つ
い
て

　
　
　
中
谷
維
伸
さ
ん
賎

　
　
　
　
明
星
町
３
丁
目
　
市
職
員

　
宇
治
市
は
目
然
忙
恵
ま
れ
、

僚
れ
た
環
境
に
お
る
。
し
か
し
、

昭
和
三
十
年
代
後
半
か
ら
の
開

発
に
よ
り
自
然
が
朱
ｐ
れ
。
市

民
が
自
然
に
親
し
猛
ぷ
減
少

し
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
豊

か
な
自
然
鳶
準
会
取
地
域
は
、

市
街
地
か
屏
笛
離
に
あ
Ｓ
＼
な

が
ら
、
交
通
手
段
が
目
前
単
に

限
ら
れ
る
こ
点
ぶ
、
訪
れ
る

市
民
は
少
な
い
。

　
そ
こ
で
、
笠
取
地
域
の
自
然

金
泥
Ｕ
な
が
ら
、
市
民
の
緑

に
親
し
な
場
と
青
少
年
の
健
全

育
成
の
場
嚢
恋
保
し
、
地
域
を

活
性
化
さ
せ
る
た
め
に
「
ふ
る

さ
と
村
」
貧
護
す
る
。
「
ふ

る
会
粉
」
は
宿
泊
施
設
。
ス

ポ
ー
ツ
広
場
、
キ
ャ
ン
プ
場
、

自
然
観
察
の
森
、
天
体
観
測
施

設
盈
四
え
る
も
の
で
あ
る
。
た

だ
し
、
事
業
実
施
に
あ
た
っ
て

は
、
自
然
の
保
全
、
既
存
施
設

の
活
用
や
借
地
に
よ
る
財
政
負

担
の
軽
減
に
留
學
高
こ
と
が

必
要
で
あ
る
。

宇
治
に

　
生
物
資
料
館
を

　
　
　
　
岡
田
守
夫
‰
㈲

　
　
　
　
椛
鳥
町
石
橋
　
自
営
業

　
宇
卯
や
回
箔
に
に
某
呈
示
ｍ

林
に
瞥
子
翁
揚
ａ
、
水
質
汚
諦
霖

開
発
に
よ
り
数
少
な
く
な
り
、
絶
減
に
間
し
て

い
る
も
の
も
あ
る
。
そ
れ
ら
牽
守
り
後
世
に
伝

え
る
た
め
、
保
護
育
成
、
展
示
を
行
ラ
生
物
資

料
館
を
建
設
す
る
。

　
福
祉
町
づ
く
り
と

　
　
　
　
地
域
福
祉
基
金

　
　
　
　
　
西
山
政
子
‰
㈲

　
　
　
　
　
広
野
町
宮
谷
　
圭
婦

　
「
宇
治
市
地
域
福
祉
孤
金
」
を
創
設
し
、
そ
’

れ
を
も
と
に
老
人
ケ
ア
、
一
時
保
育
、
障
害
者

ニ
ー
ズ
な
ど
の
福
祉
需
要
に
対
し
て
福
祉
派
遣

員
を
送
る
。
地
域
福
祉
夕
僅
民
の
手
で
行
ラ
た

め
、
地
域
ご
と
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
を

設
立
し
、
研
修
、
人
材
育
成
を
行
う
。

市
民
参
加
の

「
宇
治
川
時
代
祭
」

　
　
宇
治
商
工
会
議
所
青
年
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宇
治
琵
琶

　
市
を
は
に
ゐ
と
す
る
諸
団
体
が
主
催
し
、
市

民
が
参
加
す
る
五
百
人
規
模
の
「
宇
治
川
時
代

祭
」
を
開
催
す
る
。
源
氏
物
語
、
源
更
殺
な
ど

の
宇
治
に
ゆ
か
り
の
あ
る
も
の
を
題
材
と
す
る
。

宇
治
の
観
光
都
市
と
し
て
の
地
位
向
上
、
市
の

活
性
化
な
ど
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。

「
巨
椋
池
桜
の
苑
」

　
水
田
公
園
整
備
事
業

　
　
　
　
　
下
岡
喜
生
‰
賎

　
　
　
　
　
宇
治
川
原
町
奥
山
川
　
巾
職
口

　
巨
障
池
干
拓
田
中
央
部
の
休
耕
期
を
利
用
し
、

菜
の
花
、
れ
ん
げ
な
尿
侵
っ
た
匙
を
隻
。

宇
治
市
で
訓
示
す
る
ご
冤
筰
品
に
は
ｎ
か
出
　
三

し
、
著
作
権
は
市
が
保
有
し
て
、
巾
内
の
業
者

に
安
価
で
提
供
す
る
。
デ
ザ
イ
ン
の
町
と
し
て

の
イ
メ
ー
ジ
ア
″
プ
、
包
装
紙
な
ど
へ
の
デ
ザ

イ
ン
利
用
に
よ
る
産
業
振
興
が
図
れ
る
。

小
説
、
漫
画
で
描
く

　
　
　
宇
治
市
史

　
　
　
　
　
松
阪
　
剛
≒
剛

　
　
　
　
　
　
宇
治
宇
文
字
　
店
員

　
宇
治
市
史
を
小
説
、
漫
画
に
し
て
読
み
や
す

い
も
の
に
す
る
。
作
家
依
頼
ま
た
は
一
股
公
募

し
た
歴
史
小
説
を
も
と
に
、
少
年
漫
画
作
家
に

作
回
を
し
て
も
ら
ｙ
つ
。
作
品
は
新
聞
に
連
試
し
、
’

ま
た
、
小
中
学
校
の
副
教
材
と
し
て
活
用
す
る
。

漫
画
を
と
お
し
て
、
自
分
た
ち
の
住
む
壬
地
に

い
っ
そ
う
愛
着
が
わ
く
の
で
は
な
い
か
。

大
吉
山
周
辺
の
整
備
を

東
の
玄
関
と
し
て

　
　
　
　
　
小
林
勝
子
‰
㈲

　
　
　
　
　
琵
琶
台
Ｉ
Ｔ
Ｂ
　
Ｉ
婦

　
宇
治
川
右
岸
の
観
光
拠
点
と
し
て
、
大
吉
山

を
森
林
公
園
地
帯
に
整
備
す
る
。
自
然
景
観
を

守
る
こ
と
を
主
眼
と
し
な
が
ら
、
①
桜
舎
ｍ
樹

し
、
桜
の
名
所
を
拡
大
す
る
②
宇
治
十
帖
を

は
じ
め
と
す
る
文
学
や
歴
史
を
展
示
す
る
資
料

館
を
建
設
す
る
③
車
で
の
観
光
に
対
応
す
る

た
め
、
市
営
駐
車
場
を
付
近
に
設
け
る
、
な
ど

か
行
う
。

紫
式
部
歴
史
資
料
館
建
設

と
観
光
文
化
的
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
に
つ
い
て

　
　
　
　
杉
田
恒
夫
仙
郷

　
　
　
　
伏
見
区
深
ｃ
-
　
ａ
行
貝

　
宇
治
の
観
光
は
、
観
光
資
源
を
生
か
に
Ｘ
元

ず
、
レ
ジ
ャ
ー
の
多
様
化
や
個
性
化
の
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
て
い
な
い
の
で
は
な
い
か
。
文
化
遺

産
を
観
光
官
原
と
し
て
発
掘
し
、
中
で
も
源
氏

物
語
を
生
か
す
べ
き
で
あ
る
。
宇
治
川
沿
い
に

　
「
紫
式
部
歴
史
資
料
館
」
を
建
設
し
、
歴
史
的

資
料
の
収
災
と
公
開
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
り
、

宇
治
の
文
化
的
イ
メ
ー
ジ
が
向
上
し
、
他
市
に

な
い
新
し
い
コ
ン
セ
プ
ト
が
形
成
で
き
る
。
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笠取わんぱくワールド

　　　藤原秀郷さん(37)

　　　伊勢田町南遊田　会社員

　
笠
取
わ
ん
ぱ
ぐ
ワ
ー
ル
ド
は
、

過
疎
地
域
の
活
性
化
を
図
り
、

子
μ
石
に
夢
と
希
望
を
与
汽
、 優

秀
作



ふれあいで，たかめよう宇治の文化

市民文化祭

10月23日から中央公民館･文化センターで

　
今
年
も
文
化
セ
ン
タ
ー
で
、
市

民
文
化
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
テ

ー
マ
は
「
ふ
れ
あ
い
で
、
た
か
め

ぷ
つ
宇
治
の
文
化
」
。
十
月
二
十
三

日
の
菊
花
展
を
皮
切
り
に
、
多
く

の
市
民
が
参
加
し
て
多
彩
な
催
し

を
繰
り
広
げ
ま
す
。
問
い
合
わ
せ

は
社
会
教
育
課
（
内
線
４
７
５
）
へ
・

ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

●
展
示
の
部
（
午
前
1
0
時
～
午
後

　
４
時
・
中
央
公
民
館
、
菊
花
の
部

　
は
文
化
セ
ン
タ
ー
市
民
広
場
）

〈
第
１
部
〉
1
0
月
2
7
日
１
-
2
9
日
間

　秋はみんなで健康づくり

市民スポーツまつり　体育の日・太

陽が丘で

家族連れなどでにぎわう 　
園
芸
・
山
野
草
、
木
彫
、
木
工

　
芸
、
書
道

〈
第
２
部
〉
‥
‐
月
３
日
㈲
～
５
日
間

　
写
真
、
水
石
、
盆
栽
、
手
工
芸

〈
第
３
部
〉
‥
‥
月
１
０
日
脚
～
１
２
日
間

　
陶
工
芸
、
額
装
品
、
牛
花
、
拓

　
本
、
文
芸

〈
菊
花
の
部
》
1
0
月
2
3
日
側
～
１
１
月

　
1
8
日
出

〈
茶
席
（
宍
茶
・
抹
茶
）
〉
１
０
月
2
9
日

　
剛
、
１
１
月
３
日
間
、
４
日
３
'

　
５
日
間
、
‥
‐
月
１
２
日
㈲

●
発
表
の
部
（
文
化
セ
ン
タ
ー
）

　
日
程
・
内
容
は
左
表
の
と
お
り

　
　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

発表の部の日程

言
11/ 3(祝) 11/ 5(日)
v-前の部

9時・分~if

乍筏の郎

昨～i昨ず

ｙ前の部

9時半～正午

r-itの郎

l時~4昨￥

大ホール舞踊 舞踊 ＼ <'!■唱

合ヽ奏

小ホール
民謡

吟詠
吟詠 謡曲 三曲

お
知
ら
せ

街
灯
の
引
き
取
り

昭
和
六
十
二
年
度
に
続
き
、
市

道
上
に
設
置
さ
れ
て
い
る
街
灯
の

第
二
次
の
引
き
取
り
を
、
十
二
月

一
日
宙
か
ら
行
い
ま
す
。

　
対
象
と
な
る
の
は
、
第
一
次
引

き
取
り
事
業
後
に
新
設
さ
れ
た
街

灯
・
新
た
に
市
道
に
認
定
洽
れ
た

道
路
上
の
街
灯
な
ど
、
自
治
（
町

内
）
会
が
維
持
管
理
を
し
て
い
た

約
二
土
〈
百
六
十
灯
の
ラ
貧
者

五
十
六
灯
で
、
市
が
維
持
管
理
を

行
う
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　
該
当
す
る
自
治
（
町
内
）
会
に
は

既
に
、
関
係
書
類
を
お
届
け
し
て

い
乖
ｙ
。
詳
し
ぐ
は
建
設
部
維
持

課
（
内
線
３
７
７
）
へ
お
問
い
〈
Ｂ

せ
寛
ま
た
、
該
当
す
る
街
灯
が

あ
っ
て
書
類
が
届
い
て
い
な
い
自

治
（
町
内
）
会
も
維
持
課
へ
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
市
道
上
以
外
に
あ
っ
て

自
治
（
町
内
）
会
が
管
理
し
て
い
る

街
灯
に
は
、
こ
れ
ま
で
ど
お
り
自

治
（
町
内
）
会
街
灯
維
持
管
理
事
業

の
補
助
喫
一
麦
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
維
持
課
）

　
こ
ど
も
手
作
り
文
化
祭

　
発
衣
の
部
参
加
者
募
渠

　
十
一
月
十
九
日
間
に
文
化
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
こ
ぐ
呈
作
り

文
化
祭
の
参
加
者
雲
葉
に
蚤
す
。

　
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住
の
小
・
中

学
生
の
グ
ル
ー
プ
や
学
校
の
ク
ラ

ブ
▼
内
容
・
：
合
唱
・
合
奏
・
演
劇

な
ど
▼
参
加
料
・
・
・
無
料
▼
申
し
込

迷
惑
駐
車
追
放
市
民
運
動

し
な
い
　
さ
せ
な
い

　
　
　
　
迷
惑
駐
車

　
路
上
に
置
か
れ
た
車
の
陰
か

巨
多
七
が
飛
び
出
し
て
き
て

ド
キ
″
卜
多
く
の
ド
ラ
イ
バ

ー
が
こ
ん
な
経
験
を
し
て
い
る

は
ず
。

　
ヽ
車
と
車
の
間
は
子
ひ
七
た
ち

に
と
っ
て
格
好
の
遊
び
に
な
り

。
ま
す
が
、
つ
い
夢
中
に
な
っ
て

不
意
に
飛
び
出
し
て
に
手
「
手

も
い
未
丁
。
そ
Ｅ
だ
ち
に
危

み
・
問
い
合
わ
せ
・
・
・
1
0
月
習
昴

～
3
0
E
聞
に
社
会
教
育
課
（
内
線

４
７
５
）
へ
。
　
（
社
会
教
育
課
）

　
お
は
な
し
会

　
▼
と
き
・
：
1
0
月
2
5
日
困
、
午
後

３
時
半
～
４
時
▼
と
こ
ろ
…
中
央

図
書
館
集
会
室
（
お
は
な
し
の
へ

や
）
▼
内
容
・
・
・
お
は
な
し
、
よ
み

き
か
せ
、
紙
芝
居
▼
対
象
…
幼
児

か
ら
小
学
校
低
学
年
（
入
場
は
子

ど
も
だ
け
）
▼
参
加
料
…
無
料
▼

問
い
合
わ
乍
：
中
央
図
書
館
（
容

⑩
1
5
1
1
）
へ
。
（
中
央
図
書
館
）

　
市
民
秋
の
見
学
会

　
利
久
の
ふ
る
さ
と
・
堺
を
訪
ね

険
な
遊
び
場
か
提
供
し
な
い
た

め
に
も
、
迷
惑
駐
車
は
や
め
ま

し
ょ
う
。

　
諮
鰹
車
を
な
く
す
に
は
、

市
民
一
人
ひ
と
り
の
協
力
が
不

可
欠
。
さ
ら
に
、
自
分
が
墟
恣

駐
車
を
し
な
い
だ
け
で
な
く
、

地
域
・
職
場
ぐ
る
み
で
そ
の
追

放
に
取
り
組
む
こ
と
が
大
切
で

す
。
特
に
次
の
こ
と
は
し
な
い

ま
す
。

　
▼
と
き
…
Ｈ
月
８
日
出
、
午
前

９
時
～
午
後
５
時
半
▼
行
き
先
…

堺
市
立
博
物
館
、
塵
書
な
ど
▼

講
師
・
：
若
原
英
戈
洛
ん
▼
参
加
費

…
四
千
五
百
円
（
昼
食
代
含
む
）
▼

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
・
：
1
0
月

3
0
日
㈲
ま
で
に
前
川
桂
子
さ
ん

（
ｓ
⑩
3
4
5
8
）
、
小
畑
み
ち
よ

さ
ん
（
豊
⑩
8
5
3
8
）
、
井
上
吉

子
さ
ん
（
容
⑩
7
5
1
7
）
、
高
橋

弘
子
淮
λ
（
き
⑩
0
5
2
0
）
の
い

ず
れ
か
へ
。
　
（
中
央
図
書
館
）

　
　
一
般
卓
球
教
室

　
▼
と
き
：
白
月
１
日
困
～
2
5
日

出
の
毎
週
水
・
土
曜
（
全
８
回
、

午
後
７
時
半
～
９
時
半
▼
と
こ
ろ

・
・
・
平
盛
小
学
校
体
育
館
▼
対
象
・
・
・

よ
う
、
み
ん
な
で
気
夕
付
け
ま

し
ょ
う
。

▽
交
差
点
、
横
断
歩
道
、
通
学

　
路
や
そ
の
付
近
へ
の
駐
車
。

▽
二
重
・
三
重
の
駐
車
。

▽
人
待
ち
の
た
め
の
駐
車
。

▽
荷
物
の
積
み
降
ろ
し
の
た
め

　
の
駐
車
。

　
ま
た
、
駅
周
辺
や
繁
華
街
に

は
非
常
に
多
く
の
自
転
車
や
バ

イ
ク
が
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

た
と
え
小
さ
な
も
の
で
も
、
迷

惑
駐
車
で
あ
る
こ
と
は
自
動
車

と
同
じ
。
自
転
車
・
バ
イ
ク
な
ど

の
駅
周
辺
な
ど
へ
の
放
置
は
や

め
ま
し
ょ
う
。
（
交
通
対
策
課
）

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
で
高
校

生
以
上
の
人
▼
定
員
：
3
0
人
（
先

着
順
）
▼
参
加
費
…
無
料
▼
申
し

込
み
・
：
市
民
体
育
課
（
内
線
４
７

８
）
へ
電
話
で
。
（
市
民
体
育
課
）

　
憲
法
と
人
橋
を
考
え
る
狙
い

　
▼
と
き
・
・
・
1
0
月
2
8
日
出
、
午
後

１
時
開
場
▼
と
こ
ろ
・
・
・
京
都
産
業

会
館
シ
ル
ク
ホ
ー
ル
▼
講
演
・
：
ジ

ェ
ー
ム
ズ
三
木
さ
ん
▼
映
画
…

「
善
人
の
条
件
」
▼
入
場
料
・
：
無
料

▼
主
催
・
問
い
合
わ
せ
…
京
都
弁

護
士
会
（
酋
０
７
５
剛
2
3
3
5
）

へ
。
　
（
企
画
管
理
部
総
務
課
）

　
市
立
大
久
保
・
木
幡
幼
稚
園

　
来
年
度
４
歳
児
の
再
募
集

　
市
立
大
久
保
幼
稚
園
（
大
久

保
健
予
防
の
お
知
ら
せ

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
の
服
用

　
十
一
月
一
日
か
ら
、
ポ
リ
オ

（
急
性
灰
白
髄
炎
）
生
ワ
ク
チ
ン

の
服
用
が
始
ま
り
ま
す
。

　
▼
対
象
・
：
生
後
３
ヵ
月
～
４

歳
未
満
で
、
２
回
服
用
し
て
い

な
い
子
▼
日
程
・
内
容
・
・
・
平
成

元
年
度
版
「
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー

と
手
引
き
」
を
ご
覧
ぐ
だ
さ
い
。

▼
次
の
場
〈
脱
用
で
呈
笹
ん

…
○
Ｂ
Ｃ
Ｇ
、
麻
し
ん
・
お
た
ふ

く
風
邪
・
風
し
ん
混
合
予
防
接

種
か
受
け
て
１
ヵ
月
以
内
、
三

種
混
合
予
防
接
種
を
受
け
て
Ｉ

週
間
以
内
Ｏ
麻
見
、
お
た
ふ

く
風
邪
、
風
し
ん
、
水
ぽ
う
そ
う

が
治
っ
て
１
ヵ
月
以
内
○
と
び

ひ
、
手
定
口
病
、
突
発
性
発
疹
に

現
在
か
か
っ
て
い
る
Ｏ
ひ
き
つ

け
、
け
い
れ
ん
夕
起
こ
し
て
１

年
以
内
▼
問
い
合
わ
せ
・
：
保
健

予
防
課
（
内
線
３
１
２
）
へ
▼
そ

の
他
・
・
・
各
会
場
と
も
車
で
の
来

お買物のめやす
消費者物価20（10月分

）

　この公表価格は,10月初めに実施した消費生活モ
ニター店頭価格調査に基づくものです｡(自iY;振興課)

品　l」 脱　　　格
･f-f-l
価格

価格状況 詔 Kilt
価格対≫IH比灯ii年比

灯　　油
l吋店頭 Ii86円。心Ａ l.'f 77.'i川620111

1回配達 711
▲３．５
793 67U

ガソリン
レギュラー1 f現分
売り

＼>:t S.I127 113

テｆッシュ
　ベーノゝ－

4叩I!(へ1 杯|

げ･μ・クり又コ･テ４； 14(1
０．７▲６．０

16:i 99

台所用
　　ラ･フブ

サランラ・，ブ
3吸mX2llm 192 A 2.5

▲≪.l
245 152

アルミ
　　ホイル 25 X８ｍ 132 ▲10.2▲12.6 180 刈

シ-rンプー ill体.trり容l!220cr花t.ェ･vセンシャ･k 237. ３．０J37 ■'36

itIt用
　粉石けん 2.41k 781 ▲1.8

▲３．８
925 rii5

牛　　肉
すき焼川
中程it 1008 417 I.Z 22.3670 :iO7

塩さけ 切身100K 375
▲１．６
19.1597 ■'47

バレイｙョ 男爵100g 22 ▲K.3 AI5.4 45 13

キャベツ中K t'l1kK 203 21.6▲24.u 288 132

鶏　　卵
Mサイズパック人
lO俐 181 H.A 9.り214 101

食用油 日清サラダ油.t:'i容器lOOOg 456 A 4.8 ▲2.6 513 361

しよう油
キッコーマンi≪ロ
ポリ容器入lt 242 ▲5.5 4 6.Z 338 15≪

砂　　糖上白1kg 226 0.9▲6.6 245 201

小麦扮 日清小麦粉フラワー1 kg（潭力扮） 191 ▲5.0 ▲4.5 225 104

インスタント
　コーヒー

ネスカフェエクセラ
瓶入150 k 849▲（1.7 0.1 ％3 718

み　　そタヶヤミソllg352 ０ I.I 376 27ti

食パン
普通品１斤
（スライスしたもの） 171 1.2 12.52% 142

洗濯代 ワイシャツ白の長そで 161▲3.0 ８．８206 110

保
町
山
ノ
内
３
・
豊
⑥
7
2
2
4
）

と
木
幡
幼
稚
園
（
木
幡
檜
尾
4
7
ノ

ー
・
豊
⑩
9
4
3
9
）
で
、
平
成
二

年
度
の
四
歳
児
（
二
年
保
育
）
を
再

募
集
し
ま
す
。

　
▼
対
象
：
面
年
４
月
２
日
～
6
1

年
４
月
１
日
に
出
生
の
幼
児
（
申

込
時
に
保
護
者
と
同
居
し
て
い
る

こ
と
）
▼
募
集
人
数
・
・
大
久
保
＝

1
1
1
1
‥
人
、
木
幡
＝
叉
▼
願
書
の
交

付
・
・
・
1
0
月
2
3
旦
四
か
ら
入
園
希
望

の
幼
稚
園
で
▼
申
し
込
み
・
・
・
1
0
月

3
0
日
囲
、
午
後
Ｌ
時
半
～
ｔ
時
に

入
園
希
望
の
幼
稚
園
へ
幼
児
同
伴

で
。
応
募
者
が
募
集
人
数
に
満
た

な
い
場
合
は
引
き
続
き
受
け
付
け

▼
入
園
の
許
可
・
：
入
園
許
可
書
は

後
日
郵
送
。
応
募
者
が
募
集
人
数

を
上
回
っ
た
場
合
抽
選
で
決
定
▼

問
い
合
わ
せ
・
：
学
校
教
育
課
（
内

場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
（
保
健
予
防
課
）

　
こ
う
げ
ん
ぴ
ょ
う

　
膠
原
病
個
別
相
談

　
▼
レ
に
き
…
Ｈ
月
2
0
日
㈲
、
午

後
１
時
Ａ
時
▼
と
こ
ろ
…
宇

治
保
健
所
▼
対
象
・
：
謄
両
患

者
ま
た
は
そ
の
疑
い
の
あ
る
人

と
そ
の
家
族
▼
内
容
・
：
専
門
医

師
に
よ
る
個
別
相
談
▼
担
当
医

師
・
：
杉
ウ
ヤ
俊
彦
さ
ん
（
国
立

原
養
所
宇
多
野
病
院
）
▼
申
し

込
み
：
百
月
1
6
日
俐
ま
で
に
宇

治
保
健
所
（
豊
0
2
1
9
1
）

へ
電
話
で
。
　
（
宇
治
保
健
所
）

線
４
６
９
）
へ
。
（
学
校
教
育
課
）

　
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室

　
▼
日
程
・
内
容
：
1
1
月
1
0
日
面
・

1
7
日
面
＝
基
礎
練
習
、
2
4
日
吻
ｌ

集
団
技
能
、
1
2
月
１
日
面
・
８
日

面
よ

も
午
後
６
時
半
Ｉ
８
時
半
▼
と
こ

ろ
・
：
黄
璧
体
育
館
▼
対
象
…
市
民

か
市
内
在
勤
で
、
1
8
歳
以
上
の
健

康
な
人
▼
定
員
・
：
4
0
人
（
先
着
順
）

▼
講
師
・
・
・
栗
田
正
男
さ
ん
（
京
都

府
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
協
会
会
長
）
▼

受
講
料
・
：
五
百
円
▼
申
し
込
み
…

1
0
月
2
2
日
間
か
ら
黄
奘
体
育
館

（
ａ
⑩
4
0
0
1
）
へ
。
（
公
園
公
社
）

　
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス

　
〈
ち
ぎ
り
絵
教
室
〉

　
▼
と
き
・
・
・
Ｈ
月
1
9
日
間
、
午
後

１
時
半
Ａ
時
半
▼
と
こ
ろ
・
：
総

合
福
祉
会
館
▼
対
象
・
・
・
市
内
在
住

の
肢
体
障
害
者
と
難
聴
者
▼
指
導

…
小
川
貞
子
さ
ん
▼
内
容
：
牛
支

▼
参
加
費
・
・
・
材
料
費
の
実
費
㈲
色

紙
大
の
も
の
Ｌ
点
＝
千
百
円
㈲
色

紙
大
の
も
の
Ｌ
点
と
色
紙
の
Ｍ
の

大
き
さ
の
も
の
Ｌ
点
＝
千
二
百
五

十
円
▼
持
ち
物
・
：
は
さ
み
、
ぬ
れ

タ
オ
ル
、
鉛
筆
、
目
打
ち
（
持
っ

て
い
る
人
だ
け
）
▼
申
し
込
み
・

問
い
合
わ
せ
…
o
月
2
6
日
團
ま
で

に
社
命
］
福
祉
協
議
会
（
豊
⑩
5
6

5
0
’
フ
ァ
ッ
ク
ス
⑩
0
8
5
7
）

へ
▼
そ
の
他
・
：
㈲
、
㈲
の
い
ず
れ

か
１
つ
夕
選
ん
で
申
し
込
ん
で
ぐ

だ
さ
い
。
　
（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　　遺跡案内冊子

｢史跡隼上り瓦窯跡｣

を
頒
布

▲印は減

　
回
六
十
ぶ
に
甥
１
面
底
い
、
″
説
に
。
て
い
孚
。

に
指
定
さ
れ
た
蓉
程
工
り
所
　
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い
。

在
の
生
ル
勁
の
整
備
が
　
▽
諾
八
百
円

今
年
三
月
完
了
。
そ
こ
で
教
育
　
　
▽
頒
布
場
所

委
員
会
で
は
、
瓦
窯
跡
の
発
見

社
会
教
育
課

歴
史
資
料
館

か
ら
整
備
に
至
る
過
程
を
冊
子

に
ま
と
め
ま
し
た
。
我
が
国
最

古
級
の
瓦
窯
と
し
て
著
名
な
遺

跡
の
内
容
や
出
土
品
の
意
義
を
、

五
十
余
の
写
真
・
イ
ラ
ス
ト
・
図

　文化センター開館5周年記念
第5回
宇治野外彫刻展

　
郵
送
希
望
の
場
合
は
、
送
料

五
百
円
登
第
え
現
金
書
留
で
社

会
教
育
課
（
宇
治
靉
E
4
5
）
へ
。

　
　
　
　
　
　
（
社
会
教
育
課
）

　
文
化
セ
ン
タ
ー
で
は
開
館
五

周
年
を
記
念
し
、
自
主
文
化
事

業
と
し
て
、
第
五
回
宇
治
野
外

彫
刻
展
か
間
催
し
ま
す
。

　
▼
と
き
…
1
0
月
2
4
日
脚
～
1
1

月
ロ
局
一
▼
と
こ
ろ
・
・
・
文
化
セ

ン
タ
ー
吊
民
広
場
・
芝
生
庭

園
・
公
民
館
前
広
場
・
図
書
館
中

庭
）
▼
出
品
曾
四
・
・
・
京
都
府
フ

ラ
ワ
ー
セ
ン
タ
ー
の
野
外
彫
刻

展
に
出
品
さ
れ
た
作
品
か
ら
選

ん
だ
1
6
点
▼
入
場
料
・
：
無
料
▼

主
催
…
早
治
野
外
彫
刻
展
実
行

委
員
会
▼
問
い
４
１
１
＆
ｆ
>
…
文
化

セ
ン
タ
ー
事
務
局
（
ａ
⑩
2
1

1
1
）
へ
。
（
文
化
セ
ン
タ
’
‐
‐
・
）
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